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京都女子大学生活造形学科「生活造形」投稿規定

2004.12.改正

1.本誌は主として生活造形に関する総説，解説，文献紹介および報文，ノート，資料などを掲載する。

なお原稿の分類は別表の通りとする。

2. 寄稿者は生活造形学科教職員，学生，卒業生および編集委員会で認めた者に限る。

3. 原稿掲載料は原則として無料とする。

4. 本誌に掲載されたすべての原稿の著作権は京都女子大学生活造形学教室に帰属するものとする。

5. 原稿の採否，修正，その他は編集委員会が決める。

6. 和文投稿原稿で，手書きの場合は生活造形学科原稿用紙を用いる。ワードプロセッサーの場合は白

紙A4版用紙を用い，テキスト形式で保存したフロッピーと共に提出する。

7. 報文の頭初には表題，著者名，所属機関を和文および英文で記載する。

8.報文には英文要旨を，目的・方法・結果・考察を含めて，本文中の内容を理解できるように平易な

文で簡潔に書く。長さは 150語程度とする。原稿はA4版用紙を用いワードプロセッサーまたはタ

イプライターにより 2行送り(ダブルスペース)で作成する。英文用紙にはこれに対応する和文要

旨を添える。これは，本文が英文の場合には印刷されるが，本文が和文の場合には印刷されない。

9. 原稿の記載は次に形式による。

(1 ) 和文原稿では，原則として当用漢字・新かなづかいを用いる。ただし 普通の用いられる外国語

の術語物質名などはカタカナとする。カタカナにすることにより 字義が不明確になるおそれのあ

るものはこの限りではない。

(2) 単位は原則として国際単位 (SI)系とする (JISZ8203参照)。

(3) 引用文献の書き方は下記の通りとする。なお，雑誌の巻数には赤でアンダーラインをつけること。

(和文雑誌)著者名:雑誌名，巻.ページ(発行年)

(欧文雑誌)著者名:雑誌名，巻.ページ(発行年)

(単行本)著者名:書名，発行社，発行地，引用ページ(発行年)

く例> 1)田村奈巳，酒井哲也，酒井豊子，家政誌， 50， 331-336 (1995) 

2) R. J. Pace， A. Datyner: Tex ResJ; 50，34 (1980) 

3) T. Vickerstaff :官lePhysical Chemistry of Dyeing， Oliver & Boyd CO.， New York & 1ρndon， 

P.43 (1954) 

4)江馬務:江馬務著作中第六巻，中央公論社，東京， 19頁 (1977)

10. 図表の記載は次の形式による。

(1 ) 同一実験結果を図および表に重祷して掲載しない。

(2) 各図(写真も含む)，表には図 4，表3のように表記し，簡単な表題をつけること。原稿には，

図表の挿入箇所を 右側の余白に明示すること。

(3) 図は原則として白紙または淡青色方眼紙に製図用インキで書く。図には刷上りの寸法を例えば縮

尺1/2，横 7.0cmなどのように記入するのが望ましい。

(4 ) 図に記入する文字は縮尺を考えて大きく書くか または鉛筆書きのままとする。

11.上記以外の執筆要項は日本家政学会「日本家政学会誌jのそれに準じる。
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12. 校正は再校までは著者が行なう。

13.別刷は20部までは贈呈するので 希望者は再校時に希望数を記入すること。

14. 原稿は，書留便で原稿在中と表記の上，下記宛に送付する。

干605-8501 京都市東山区今熊野北日吉町35

京都女子大学「生活造形」編集委員会

種類 |村 容 民大頁数

(a)総 説 ーつの主題についての総合的な論説や記事で，提案，批評などを含む内容のもの。

( b)解 説 研究，技術.社会情勢などに関する平易な解説。

(c)文献紹介 国内，国外の研究論文.書籍などの紹介。

(ct)その他 教職員の研究活動などに関する報告記事 会社・研究所などの見学記および学会行

事などに関する報告など。

(e)報 文 生活造形に関係のある研究で，新しい価値のある結論あるいは事実を含むと認めら 8 

れるもので，本誌に掲載される前に他の学術誌に投稿あるいは褐載されていないも

のに限る。原f!lJとして学会の研究発表会で講演済みのものとする。
(f)ノート 原著論文であるが，論文としては十分な結論を得るに至ってないもの。 3 
(g)資 料 研究の資料として価値あるもので， J..d己の論文，ノートのいずれにも属さないもの。 4 

* 1頁の文字数は， 22字X37行.横2段組みとする。

編集委員:泉加代子，愛宕 出，矢井田修，園嶋道子

表紙デザイン:鈴木佳子

編集後記:

今回は報文の件数が少なめで.この点は残念ですが，フタを聞けてみると多くの方

からさまざまな原稿を頃いて，学科の活力を証する号とすることができました。

なおこの号ーから.投稿規定に著作権の条項が加えられました(第4条)。
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